
１　職業 ２　ACPに対する認識

３　本日の講演について

４　その理由について教えてください

意思決定のプロセスを歴史的背景から理解出来たから

用語がところどころ難しかった。

スライドが分かりやすかった

過去から現状のACPへの流れがわかった。

具体的な例をあげて、わかりやすく話していただけたため。

事例を通してどのタイミングでACPを進めていくべきなのかポイントを掴めた。

講義の内容以外になぜそれが必要なのかという解説が詳しくあったため。

話しが具体的で、とても分かりやすかった。

事例提示にて、具体的な諸問題に対する在り方、考え方等が示され、ACPの必要性が理解できた。

ご本人、ご家族の希望を対話から感じ取っていくということに難しさを感じました。

基礎から学べた

事例を踏まえながら丁寧に説明していただいたので、分かりやすかったです。

チームで関わって情報を得ていくことが大切だとわかりました。

基本的な内容だったと思うから

日々の活動の中でとても大事に考えています。

情報を共有し共同意思決定の大事さについて理解できた

ではＡＣＰをどう実現すべきかと投げかけられた感がある。

講師の説明がわかりやすく、理解しやすかったため(6名)

　　令和3年11月5日保土ケ谷区多職種連携会議全体会　オンライン講演会

「～人生会議(ACP)って何？～」のアンケート結果　　　参加者：当日参加　52名　後日配信希望者　153名

わかりやすく、日常の看護ケアに活かせる内容。また看護師として納得できる内容でした。ハートに訴えかける

ものがありました。

この分野には疎かったので、耳慣れない言葉が多かったですが、講演を聞き進んだ行くうちに興味が湧きまし

た。

特別なことではなく日々の対話の中で本人・家族の価値観や死生観をキャッチしていくことが大切であるおとを

学びました。

とても分かりやすかった。患者へのリビングウィル・人生会議についてエビデンスを持って説明できると思えた

講師の会田先生が具体例や補足などを散りばめながらお話して頂いたので、理解しやすかったです。

難しかった 理解できた



難しい言葉もあったけれど、分かりやすく解説しながら進めてくれたから。

本人の人生会議であるが本人を支える家族の思いに寄り添う大切さも理解できた

日々やるべきことが見えた

ACPの言葉の意味を少し理解する事はできました。

事例を交えた、理解しやすい講演内容だった。

基本的なことを、事例も交えながら分かりやすい言葉で講義いただいたから

ー９

お忙しい中、時間をとって頂き、ありがとうございました。

とても分かりしゃすく質問にも丁寧に答えてくださり　とても勉強になった

死生観、遺言など口にすると「縁起でもない」と怒り出す方もまだ多い現状があります。

認知症・独居の方などいつも支援者が迷いながら関わっている事例への助言が良かったです

会田先生の話し方、説明がわかりやすかったです。

日々のコミュニケーションの際に意識していきます

５　ACPを実施していくにあたり困難に感じている事

６　その他ご意見やご感想など

会田先生、貴重なお話をありがとうございました。

これまでACPに関する講演は何度かお聴きしたことがありますが、医療倫理的な側面から詳しくお話を伺えたの

は初めてで、理解が深まりました。ありがとうございました。

先生のお話から、ご本人からの気がかり・不安・心配事の発言が対話のチャンスであること、日常の中の対話

（雑談）が大事であることなど印象に残りました。今後の仕事に活かしていきたいです。
ACPについて深く理解をすることができ有意義な講義でした。

ACPに対して実際の支援の場で取り入れずらいイメージがありましたが、先生のお話がわかりやすかったので、

できることから取り組んでいこうと思います

自分の両親でも丁度同じ問題に直面しています。本人の意思と家族の意向が異なる場合の調整に苦労していま

す。人は一人で生きる事も死ぬ事も出来ない（家族への責任がある）事を実感しています。

実施していく上で専門的なサポートを受ける
事が難しい

その他

個人個人が、見送る側、見送られる側として今まで、経験しているにも関わらず、なぜ、今頃になってACP？。

自身の人生観、価値観、死生観等のもと、自ら意思表示できるような環境(法整備?;運転免許証の臓器提供表

示？)、教育、家族の集い等が大切だと思います。その場になってからでは、遅すぎると思います。自身がその

必要性を充分理解した上で、代理人となりえる家族、近親者、友人等に意思表示でき、その意思が尊厳される考

え方(文化)が大事なこと考えます。

死に対してどう捉えてるかは人それぞれだと思うので、お互いどう寄り添っていけるのか、実際にサポートする

側になるとどうなのかなという不安もあります。

保土ヶ谷区全体で倫理的視点の事例検討をしながら、その人にとっての最善を考える手段を考え、保土ヶ谷全体

の意識改革をしたら良いと思う

概要の後に事例を通して具体的に学ぶことができ、実際の日々の看護場面を思い返しながら学ぶことができた

周囲の支援者に必要性を理解してもらえな
い

家族に必要性を理解してもらえない

本人に必要性を理解してもらえない

知識も足りず必要性を説明するのが難しい

ACPについてより理解出来ました。予後予測のたつ病気であればご本人にとっても家族にとってもいい方法だと

思いました


